
898

「草木地区」 
９９ 

11　　152005 NOVEMBER

アグピー 

阿久比町 
マスコットキャラクター ��������

第２６回阿久比町みんなの菊花展 ………………２Ｐ
まちの話題 ………………………………………４Ｐ
あぐいぶらり旅（川沿いを歩く）  ……………７Ｐ

すこやかだより …………………………………９Ｐ
図書館通信（今月のおすすめ）  ………………１１Ｐ
お知らせ …………………………………………１２Ｐ



2

広報あぐい　２００５年１１月１５日号

（敬 称 略）

―環境大臣賞―
デンソー

―農林水産大臣賞―
白沢地区

―文部科学大臣賞―
板山地区

―総務大臣賞―
福住地区

―内閣総理大臣賞―
草木地区

―内閣総理大臣賞―
竹内勝代さん（草木）

―文部科学大臣賞―
安藤賢治さん（高根台）

―総務大臣賞―
岡戸利夫さん（福住）

―環境大臣賞―
渡�きよ子さん（卯之山）

―農林水産大臣賞―
岡戸麻一さん（白沢）

第26回 阿久比町みんなの菊花展 第26回 阿久比町みんなの菊花展 

第２６回阿久比町みんなの菊花展（阿久比町菊花連合　第２６回阿久比町みんなの菊花展（阿久比町菊花連合
会主催、阿久比町・愛知県・中日新聞社後援）が１１月会主催、阿久比町・愛知県・中日新聞社後援）が１１月
１日から６１日から６日まで役場前駐車場で行われました。日まで役場前駐車場で行われました。
多くの皆さんの手によって、丹精込めて育てられた　多くの皆さんの手によって、丹精込めて育てられた

菊の花が今年も見事に咲き誇り、菊の花が今年も見事に咲き誇り、３，１７２３，１７２鉢の“菊の作品”鉢の“菊の作品”
が会場を訪れた人々の目を楽しませていました。が会場を訪れた人々の目を楽しませていました。
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草 木
福 住
板 山
白 沢
デンソー
卯 之 山
坂 部
宮 津
植

矢 口
宮津山田
高 根 台
宮津団地
阿 久 比
白 沢 台
椋 岡
萩

高 岡
大 古 根

内 閣 総 理 大 臣 賞
総 務 大 臣 賞
文 部 科 学 大 臣 賞
農 林 水 産 大 臣 賞
環 境 大 臣 賞
全 日 本 菊 花 連 盟 賞
国 華 園 賞
愛 知 県 知 事 賞
愛 知 県 議 会 議 長 賞
愛 知 県 町 村 会 長 賞
知 多 郡 町 村 会 長 賞
阿 久 比 町 長 賞
阿久比町議会議長賞
あいち知多農業協同組合長賞
愛知用水土地改良区理事長賞
阿久比町菊花連合会長賞
努　 力　 賞
努　 力　 賞
努　 力　 賞

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

（敬 称 略）（敬　称　略）

��������

　竹　内　勝　代　（草木）
������

　岡　戸　利　夫　（福住）
��������

　安　藤　賢　治　（高根台）
��������

　岡　戸　麻　一　（白沢）
������

　渡　�　きよ子　（卯之山）
��������	
�����

　岡　戸　智　久　（福住）
��������	
����

　竹　内　豊　子　（白沢）
��������	
����

　竹　内　勝　久　（草木）
�����

　砂　子　芳　光　（宮津団地）
�������

　新　美　賢　佶　（卯之山）
���������

　�　内　つや子　（矢口）
�������

　青　木　甲　司　（坂部）
��������	
��

　竹　内　厚　千　（草木）
���������	

　樫　内　　　照　（高岡）
��������	
���

　新　美　妙　子　（萩）
��������	
���

　下　谷　知　幸　（草木）
��������	
��

　新　海　多美子　（矢口）
��������	
��������

　榎　本　　　勇　（植）

��������	
�	��

　山　本　福　久　（板山）
��������	
��

　新　海　八重子　（矢口）
��������	
��

　伊　藤　弘　氏　（宮津山田）
��������	
���

　鈴　木　道　久　（卯之山）
��������	
���

　近　藤　正　利　（宮津山田）
��������	
������

　榊　原　義　己　（板山）
��������	


　福　本　　　悟　（宮津山田）
��������	
�

　梛　野　朝　子　（高岡）
�阿久比町商工会長賞
　新　美　壯　一　（宮津）
��������	

　澤　田　　　昇　（板山）
��������	
�

　新　美　光　晴　（白沢）
��������	
�

　新　美　清　江　（宮津）
���������	
���

　榊　原　正　己　（大古根）
��������	
����

　大　柴　　　勉　（宮津団地）
�������

　清　水　和　夫　（デンソー）
�������

　福　井　幸次郎　（高根台）
��������	

　神　谷　千　年　（デンソー）
��������

　熊　谷　武　廣　（白沢台）

��������

　戸　松　芳　雄　（阿久比）
������

　松　川　哲　雄　（デンソー）
������

　井　本　芳　夫　（坂部）
�������

　土　井　　　治　（椋岡）
������

　竹　内　花　子　（椋岡）
��������	

　榎　本　あや子　（植）
��������	

　榊　原　久　夫　（大古根）
��������	

　榊　原　京　子　（植）
�������

　森　下　尚　彦　（植）
��������

　竹　内　則　夫　（福住）
������

　漆　原　一　郎　（白沢台）
������

　井　本　けい子　（坂部）
�������

　青　木　敏　生　（萩）
��������

　竹　内　 　　豊　（阿久比）
��������

　澤　田　理　治　（宮津）
�������

　伊　藤　ちづ子　（草木）

��������������

����������������

表彰を受ける竹内勝代さん

表彰を受ける草木地区の代表

　

地
区
の
菊
愛
好
会
運
営
員
会
の
熱

意
、
会
員
の
皆
さ
ん
の
努
力
が
実
り
、

栄
え
あ
る
素
晴
ら
し
い
賞
が
い
た
だ

け
た
こ
と
を
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま

す
。

　

今
後
も
菊
づ
く
り
を
通
じ
て
、
地

域
の
つ
な
が
り
を
今
以
上
に
深
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

草
木
区
長

受
賞
の
喜
び

　

毎
日
愛
情
を
か
け
て
「
き
れ
い
に

咲
い
て
ね
」
と
語
り
か
け
な
が
ら
花

を
育
て
ま
し
た
。

　

ま
さ
か
自
分
が
こ
の
よ
う
な
素
晴

ら
し
い
賞
が
い
た
だ
け
る
と
は
、
信

じ
ら
れ
ま
せ
ん
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
菊
に
語
り
か
け
な
が

ら
立
派
な
花
を
育
て
よ
う
と
思
い
ま

す
。 受

賞
の
喜
び

菊
花
展
表
彰

�� �� �� �� �� �� ��

第２６回阿久比町みんなの菊花展（阿久比町菊花連合
会主催、阿久比町・愛知県・中日新聞社後援）が１１月
１日から６日まで役場前駐車場で行われました。
多くの皆さんの手によって、丹精込めて育てられた

菊の花が今年も見事に咲き誇り、３，１７２鉢の“菊の作品”
が会場を訪れた人々の目を楽しませていました。
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阿
久
比
町
文
化
協
会
式
典
が
十
一
月

三
日
、
中
央
公
民
館
南
館
ホ
ー
ル
で
行

わ
れ
、
町
の
文
化
発
展
に
貢
献
し
た
個

人
六
人
と
二
団
体
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

十
一
月
五
日
と
六
日
の
二
日
間
、
第

五
十
四
回
阿
久
比
町
文
化
祭
が
行
わ
れ
、

南
館
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
芸
能
大
会

（
五
日
）
で
は
、
三
十
団
体
の
約
三
百

六
十
人
が
出
演
し
て
楽
器
の
演
奏
や
踊

り
な
ど
を
披
露
し
、
総
合
展
示
会
で
は

公
民
館
活
動
、
文
化
協
会
、
サ
ー
ク
ル

活
動
を
通
じ
て
生
ま
れ
た
絵
画
な
ど
の

作
品
千
十
点
が
、
公
民
館
全
体
に
所
狭

し
と
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

俳
句
大
会
や
将
棋
大
会
な
ど
各
種
大

会
も
行
わ
れ
、
二
日
間
大
盛
況
で
し
た
。

　
�
自
分
の
生
活
習
慣
を
見
直
そ
う
�を

テ
ー
マ
に
第
十
八
回
健
康
ま
つ
り
が
十

一
月
六
日
、
オ
ア
シ
ス
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
は
八
十
歳
で
二
十

以
上
の
歯
が
あ
る
高
齢
者
の
「
８
０
２

０
運
動
」
の
表
彰
式
が
あ
り
、
九
人
の

方
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

各
種
の
健
康
に
関
す
る
体
験
コ
ー

ナ
ー
が
設
け
ら
れ
た
中
で
、
特
に
生
活

習
慣
病
予
防
コ
ー
ナ
ー
の
人
気
が
高
く
、

多
く
の
参
加
者
が
「
血
液
サ
ラ
サ
ラ

チ
ェ
ッ
ク
」
や
「
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
」

を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

文
化
の
薫
り 

生
活
習
慣
を
チ
ェ
ッ
ク 

文化協会式典表彰

展示会場
将棋大会

芸能大会で箏を演奏する中学生

８０２０運動表彰式

血液サラサラチェックを受ける参加者

�������

歯科コーナーでフッ素塗布を行う子どもたち
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オアシススケッチ オアシススケッチ オアシススケッチ 

あなたは写っていませんか。もし写っていれば、写真をおわけしますので連絡ください。　　企画財政課�（４８）１１１１（内３０３）

●食器もリサイクルできますよ

　１０月２９日と３０日の２日間、あぐいくらしの会主催の
第２７回消費生活展が中央公民館で行われました。
　会場では、“食を通して環境を考える”をテーマに、
くらしの会が行っている環境問題に対する活動報告や
愛知万博に出展した衣服の展示などが行われていまし
た。
　今回は、食器がリサイクルできることを紹介した
コーナーが新たに設けられ、来場者は興味深げに会員
の話しを聞いていました。

多くの参加者でにぎわう消費生活展会場

●こんなにたくさんの落花生

　１０月２８日、宮津保育園の園庭に造られた畑で、４６人の
園児が落花生掘りを楽しみました。
　園児が茎を引っ張り、落花生が土の中から姿を現す
と「先生見て、こんなにたくさん落花生できてるよ」
とうれしそうな表情を浮かべていました。
　泥だらけになりながら掘り出した落花生は、その日
に保育園で塩ゆでしておやつで食べ、味覚の秋を満喫
しました。

地面から落花生を引き抜く園児

●町功労者表彰

　平成１７年度阿久比町文化の日式典が１１月３日、中央
公民館南館ホールで行われ、長年公職に携わってきた
方の表彰を行いました。
　表彰を受けられたのは次の皆さんです。（敬称略）
公職２０年以上勤続表彰
　早川　善久（保護司）　中村　守厚（学校歯科医）
公職１０年以上勤続表彰
　浅井　俊人（町医）　　稲垣　豊　（町医）

文化の日式典表彰式

●笑いは人間が持っている高度な感性

　１０月２２日、講師に落語家の三遊亭楽太郎さんを迎え、
第２０回町民講座がエスペランス丸山で行われました。
　「笑いは心の栄養剤」という演題で、テレビ番組「笑
点」の出演者のエピソードや健康に関することなどを
交えた話に、約５００人の受講者が熱心に耳を傾けていま
した。
　最後に「心を開いて言葉を出しているうちは健康で
す」と講座の結びとしていました。

参加者の前で講演する三遊亭楽太郎さん
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大
森
大
森
・
金
城
金
城

　
　
　
　

 

学
院
前

学
院
前

三
郷

水
野
水
野
新
瀬
戸

新
瀬
戸

瀬
戸
市
役
所
前

瀬
戸
市
役
所
前

尾
張
瀬
戸

尾
張
瀬
戸

勝幡

勝幡
木田 甚目寺

須ヶ口
栄生

上小田井

大曽根
尾
張
旭

尾
張
旭
日

旭
前
旭
前

印
場
印
場

喜
多
山

喜
多
山

小
幡
小
幡

名古屋

金山

熱田
神宮前

大江

太田川
尾張横須賀
寺本

南加木屋

大府

刈谷刈谷

三河高浜

碧海桜井

米津
桜町前

西尾

上横須賀

吉良吉田

南安城

新安城
新安城

安城安城

碧南

巽ヶ丘

阿久比

住吉町
知多半田
成岩

知多武豊
武豊

半田

富貴

上野間

河和

河和口
美浜緑苑

知多奥田

野間

内海

青山

朝倉
古見

新舞子

大野町

常滑りんくう常滑

勝幡 木田 甚目寺
須ヶ口

栄生

上小田井

大曽根
尾
張
旭
日

三
郷

水
野
新
瀬
戸

瀬
戸
市
役
所
前

尾
張
瀬
戸

旭
前

印
場

喜
多
山

小
幡

大
森
・
金
城

　
　 

学
院
前名古屋

金山

熱田
神宮前

大江

太田川
尾張横須賀
寺本

南加木屋

大府

刈谷

三河高浜

碧海桜井

米津
桜町前

西尾

上横須賀

吉良吉田

南安城

新安城

安城

碧南

巽ヶ丘

阿久比

住吉町

成岩

知多武豊
武豊

半田

富貴

上野間

河和

河和口
美浜緑苑

知多奥田

野間

内海

青山

朝倉
古見

新舞子

大野町

常滑りんくう常滑

中部国際空港

知多半田

２２ 
１９ 

１ 

１ 

１５５ 

１５３ 

１５５ 

１５５ 

１５５ 

２４７ 

４１９ 

２４８ ４１ 

凡　　例
基幹的徒歩帰宅支援ルート

名鉄

JR

２６ 
防災交通課 

（内２０８） 

ニュース 

ま
ち
づ
く
り 
安

全

で

住

み

よ

い

 

　

職
場
や
学
校
か
ら
の
徒
歩
帰
宅
ル
ー
ト

の
確
認
と
、
離
れ
離
れ
と
な
っ
た
家
族
間

の
連
絡
方
法
と
し
て
「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
災
害
用
伝

言
ダ
イ
ヤ
ル
」
な
ど
の
使
用
方
法
を
家
族

み
ん
な
で
確
認
し
て
お
く
こ
と
も
大
切
で

す
。

日
本
郵
政
公
社
東
海
支
社
と
支
援
に
関
す

る
協
定
書
・
確
認
書
が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
徒
歩
帰
宅
者
へ
の
支
援
が

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
や
組
合
に
加
盟

し
て
い
る
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
、
郵
便
局

で
受
け
ら
れ
る
体
制
に
な
り
ま
し
た
。

年
の
三
月
に
�
基
幹
的
徒
歩
帰
宅
支
援

ル
ー
ト
�
を
設
定
し
ま
し
た
。
阿
久
比
町

で
は
町
内
を
南
北
に
通
じ
る
主
要
地
方
道

名
古
屋
半
田
線
で
す
。

　

六
月
に
は
県
内
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
事
業
者
、
愛
知
県
石
油
商
業
組
合
、

帰
宅
困
難
者
に
な
ら
な
い
た
め
に

　

東
海
地
震
の
警
戒
宣
言
発
令
時
や
突
発

地
震
時
な
ど
の
災
害
時
に
、
名
古
屋
市
な

ど
の
大
都
市
特
有
の
問
題
と
し
て
、
多
く

の
帰
宅
者
が
特
定
の
駅
な
ど
に
集
中
し
混

乱
状
況
が
発
生
す
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

気
象
庁
に
よ
る
二
十
四
時
間
観
測
体
制

の
も
と
異
常
値
が
発
見
さ
れ
る
と
「
東
海

地
震
観
測
情
報
」・「
東
海
地
震
注
意
情

報
」・「
東
海
地
震
予
知
情
報
」
と
い
っ
た

危
険
度
に
応
じ
て
情
報
が
発
表
さ
れ
ま
す
。

（
詳
細
は
広
報
あ
ぐ
い
八
月
十
五
日
号
防

災
へ
の
意
識
改
革
○２１
 

を
参
照
し
て
く
だ
さ

い
。）

　
「
東
海
地
震
注
意
情
報
」ま
で
は
公
共
交

通
機
関
も
運
行
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
で

き
る
だ
け
速
や
か
に
帰
宅
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

　
「
東
海
地
震
予
知
情
報
」が
発
表
さ
れ
る

と
「
警
戒
宣
言
」
が
発
令
さ
れ
、
鉄
道
は

最
寄
り
の
安
全
な
駅
に
停
車
し
、
バ
ス
・

タ
ク
シ
ー
は
運
行
を
中
止
し
ま
す
。

　

愛
知
県
で
は
広
域
的
な
徒
歩
帰
宅
者
へ

の
情
報
提
供
や
水
道
水
、
ト
イ
レ
な
ど
の

提
供
が
可
能
な
体
制
づ
く
り
を
進
め
、
今

愛知県基幹的徒歩帰宅支援ルートマップ

【ＮＴＴ災害用伝言 
　　　ダイヤルの利用方法】 

１ 

１ 

１ ＃ 

２ 

７ １ 

録音 または再生 

被災地の方は自宅の電話番号、または 
連絡を取りたい被災地の方の電話番号を入力 

（＊＊＊＊）＊＊－＊＊＊＊ 

回転ダイヤル式 プッシュボタン式 

録音（３０秒以内） 再　生 

ガイダンスが 
流れます 

ガイダンスが 
流れます 

▼ 

９ ＃ 
▼ 

▼ 

▼ 

▼ 

▼ 

ガイダンスが 
流れます 

平成１７年３月設定
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今
回
は
前
田
川
沿
い
を
ぶ
ら
り
旅
に
出

か
け
る
こ
と
に
し
た
。
天
気
は
く
も
り
。

暑
く
も
寒
く
も
な
く
、
歩
く
に
は
ち
ょ
う

ど
い
い
気
候
。
張
り
切
っ
て
出
か
け
た
。

　

い
つ
も
の
よ
う
に
地
図
で
川
の
始
流
を

探
し
、
楪
（
ゆ
ず
り
は
）
池
か
ら
旅
を
始

め
る
。

　

ス
タ
ー
ト
地
点
か
ら
川
沿
い
に
は
、
セ

イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
が
勢
い
よ
く
伸
び
、

川
の
流
れ
が
見
え
な
い
く
ら
い
に
な
っ
て

い
る
。
群
生
は
し
ば
ら
く
続
き
、
矢
高
橋

で
よ
う
や
く
川
の
流
れ
が
見
え
出
し
た
。

　

知
多
半
島
道
路
を
く
ぐ
り
ぬ
け
る
と
、

民
家
が
見
え
て
く
る
。
北
側
前
方
に
は
屋

根
の
色
か
ら
見
て
旧
家
が
多
く
、
古
い
町

並
み
が
続
い
て
い
る
。

　

ス
ズ
メ
が
稲
刈
り
の
終
わ
っ
た
田
ん
ぼ

で
落
穂
を
拾
い
、
カ
ラ
ス
が
色
づ
く
柿
の

実
を
突
っ
つ
い
て
い
る
。
の
ど
か
な
風
景

が
、
普
段
の
せ
わ
し
い
生
活
を
忘
れ
さ
せ
、

ど
こ
か
落
ち
着
い
た
気
分
に
さ
せ
て
く
れ

る
。
夕
方
、
太
陽
が
沈
み
か
け
西
の
空
が

夕
焼
け
で
真
っ
赤
に
染
ま
る
こ
ろ
、
眺
め

る
情
景
は
、
き
っ
と
素
敵
に
映
る
こ
と
だ

ろ
う
。

　

高
岡
南
橋
の
付
近
で
自
転
車
の
練
習
を

し
て
い
る
親
子
に
出
会
う
。
自
転
車
の
補

助
輪
が
取
れ
て
道
路
へ
出
る
前
に
、
車
の

通
り
が
少
な
い
こ
の
場
所
で
練
習
を
し
て

い
る
の
だ
と
思
う
。
父
親
が
娘
に
優
し
い

声
を
掛
け
な
が
ら
、
乗
り
方
を
教
え
て
い

る
姿
は
実
に
ほ
ほ
笑
ま
し
い
。

　

親
子
に
軽
く
会
釈
を
す
る
。「
こ
ん
に
ち

は
」
と
気
持
の
良
い
あ
い
さ
つ
が
返
っ
て

く
る
。
ぶ
ら
り
旅
を
し
て
一
番
う
れ
し
い

瞬
間
。（
本
当
は
ぶ
ら
り
旅
を
し
て
い
る
人

で
す
か
と
、
話
し
か
け
ら
れ
た
い
。
ま
だ

ま
だ
マ
イ
ナ
ー
な
私
た
ち
。）

　

県
道
に
出
る
と
車
の
通
る
音
が
聞
こ
え
、

つ
い
先
程
ま
で
の
静
か
な
世
界
と
一
変
す

る
。
大
型
店
舗
の
横
を
通
り
阿
久
比
川
と

合
流
す
る
地
点
ま
で
来
た
。
東
の
方
向
を

眺
め
る
と
小
高
い
丘
の
木
々
の
葉
が
少
し

色
付
い
て
見
え
た
。

　

次
回
に
つ
づ
く
。

Ｎ 
県
道南粕谷

半田線

高岡老人 
憩の家 
 

角前田 

前田川

高岡南橋 

矢高橋 

楪池 楪池 知
多
半
島
道
路 阿

久
比
川 

阿
久
比
駅

阿
久
比
駅 

椋
岡
駅

椋
岡
駅 

阿
久
比
駅 

椋
岡
駅 

阿久比町役場 

55

264

楪（ゆずりは）池

川の流れが見え出した矢高橋 ぶらり歩いた前田川堤防



8

広報あぐい　２００５年１１月１５日号

平成１７年度 《子育て支援》 

なかよし広場 
阿久比町保育協議会 

な
か
よ
し
広
場
の

ご

あ

ん

な

い

遊びの内容電　話保育園名開催日

リ ズ ム 遊 び４８－５００２宮津保育園６日（火）

クリスマス飾り作り４８－５００１城山保育園７日（水）

カレンダー作り４８－８８１２東部保育園８日（木）

クリスマス飾り作り４８－６６０３南部保育園１２日（月）

クリスマス飾り作り４８－２９８６北原保育園１３日（火）

クリスマス飾り作り４８－０１４９英 保 育 園１３日（火）

ク リ ス マ ス 会４８－０５０４中部保育園１５日（木）

手づくり楽器で遊ぶ４８－０９０３草木保育園２０日（火）

� � � � � � � � 	 ������

　１０月のごみの収集状況を見てみると、前年と比較して燃えるごみが１％増加し、燃
えないごみはほぼ同量でした。また資源ごみは９％増加しました。
　ごみは必ず分別し、引き続きごみの減量とリサイクルにご協力ください。

合　計廃プラペットボトル雑びん生きびんアルミ類スチール類布　類紙　類
１５７,６１５㎏１５,９３０㎏５,０４１㎏１８,６１２㎏　１,１４２㎏３,２５０㎏６,５８０㎏２,４４０㎏１０４,６２０㎏平成１６年１０月
１７２,４７４㎏１５,５００㎏５,４７６㎏１９,４４０㎏　１,０８３㎏３,５３５㎏６,８１０㎏２,４６０㎏１１８,１７０㎏平成１７年１０月
１０９％９７％１０９％１０４％９５％１０９％１０３％１０１％１１３％前年比

平成１６年１０月
３７５.１２t　

平成１７年１０月
３７８.２７t　

前年比１０１％

平成１６年１０月
１８.２６t　

平成１７年１０月
１８.２８t　

前年比１００％

燃えないごみ収集量燃えるごみ収集量

資源ごみ収集量

環境衛生課（内３１７）

　

町
内
八
保
育
園
（
宮
津
・
北
原
・
城
山
・

東
部
・
南
部
・
中
部
・
草
木
・
英
保
育
園
）

で
は
、
未
就
園
の
子
ど
も
と
親
が
安
心
し

て
遊
ぶ
こ
と
の
で
き
る「
な
か
よ
し
広
場
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

ど
の
保
育
園
で
も
結
構
で
す
の
で
、
ぜ

ひ
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

□
時　

間　

午
前
九
時
〜
午
前
十
一
時
半

※
育
児
相
談
は
、
毎
回
各
園
で
行
い
ま
す
。

　

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
保
健
師
が
来
園
し
ま
す
。

　

十
二
月
六
日（
火
）宮
津
保
育
園

　

十
二
月
八
日（
木
）東
部
保
育
園

正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正ししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣はははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははは乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかからららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららら

☆あそび方 
①「おいもさんみたいに転がっちゃうよ」などと、声かけをして、大人が 
　最初に転がってみせる。 
②子どもと一緒に転がり、うまくできたら寝転んだまま、抱きしめる。 
③寝る前に布団の上で少し転がるだけでも、おもしろい。 
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TEL（48）1111 
（内311・312） 

保健センター 
通　信 

保健センター 
通　信 

正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正ししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい正しい食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣はははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははは乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららは乳幼児期から
　私たちは食事で摂取する栄養素
から生命を維持し、体を動かすこ
とができます。特に乳幼児期の食
事は食生活の基礎を作る大切なも
のです。食事によって、あいさつ
やマナーを学ぶことも多くありま
す。
　誰かと一緒に食事をすることで
体験する心の交流や幸福感は、そ
の後の成長の糧となります。

�

　昼食や夕食は、体の肉や骨とな
りますが、一日活動するためのエ
ネルギーの源は、朝食からです。
　脳を働かせ、さまざまなことを
理解し、考えるためにも朝食は欠
かせません。
　朝食欲のない子どもは、夕食の
時間と就寝時間が遅い場合があり
ます。生活リズムを見直してみま
しょう。

�

　常におやつをだらだらと食べさ
せていませんか。
　回数と量を決めるようにしま
しょう。

●ジュースはほどほどに

　ジュース・乳酸菌飲料・スポー
ツ飲料には糖分が多く含まれてい
ます。２００ミリリットル飲むと角
砂糖（１個当たり４グラム）４～８
個分にもなります。
　果汁１００パーセントのものにも、

●朝食をしっかり
食べさせましょう

●空腹の時に食べる
　おいしさを味あわせましょう

防腐剤として糖分が添加されてい
ます。果糖も砂糖と同じ糖分です。
　スポーツ飲料は、下痢をしてい
る時や熱が高い時など脱水症状を
起こしそうな時に与えるようにし
て、普段から常用する必要はあり
ません。
　水分補給の基本は、水かお茶で
す。それ以外の飲み物は、体に必
要なものではなく、嗜好品です。
量と回数を決めて与えるようにし
ましょう。
　牛乳には、カルシウムや上質の
タンパク質が含まれています。１
日２００～４００ミリリットルを目安に
飲ませましょう。

�

　体重の増え方が順調で元気なら、
食べる量はあまり神経質に考えな
いようにしましょう。

●食べる量には
個人差があります

�

　テレビを消し、おもちゃを片付
けるなどして、子どもの気が散ら
ないようにしましょう。
　楽しい雰囲気で食事が取れるよ
うにして、笑顔で「おいしいね」
と語りかけながら食事をしましょ
う。

●食事に集中できる
環境を作りましょう

苦手な食品には代替食品を 
●魚のかわりに 
　鶏・豚・牛肉、大豆製品、卵、牛 
　乳を食べれるように。 

●野菜のかわりに 
　にんじん、ピーマンがダメでも、 
　ほうれん草、かぼちゃが好きなら 
　よい。食べられる野菜の工夫を。 

●牛乳のかわりに 
　チーズ、ヨーグルトなど。バター 
　をきかせて牛乳の臭みをのぞいた 
　スープなら喜ぶ。 

●肉のかわりに 
　魚肉、ハム、ソーセージ、卵、豆 
　腐、大豆などが食べれるように。 
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キ
　
リ
　
ト
　
リ

■
ペ
ア
教
室

　
■■時  
１３
：０
０
～
１５
：３
０

■
さ
くら
ん
ぼ
ち
ゃ
ん
の
会

　
■■時  
１０
：０
０
～
１１
：３
０

■
れ
ん
げ
の
会
　
■■時  
１４
：０
０
～
１５
：３
０

　
■■場  
宮
津
山
田
集
会
所

■
健
康
体
操
の
つ
ど
い

　
■■時  
１９
：３
０
～
２１
：０
０

　
■■場  
英
比
小
学
校
体
育
館

※
　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

体
操
の
で
き
る
服
装
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

■
ペ
ア
教
室

　
■■時  
９
：３
０
～
１１
：３
０

■
ペ
ア
教
室

　
■■時  
１３
：０
０
～
１５
：３
０

■
健
康
教
室

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
�

　
■■時  
９
：３
０
～
１１
：３
０
　
■■対  
申
込
者

■
献
血
　
■■時  
１０
：０
０
～
１２
：０
０

　
　
　
　
　
１３
：０
０
～
１５
：０
０

■
ラ
ッ
コ
の
会
　
■■時  
９
：３
０
～
１１
：０
０

　
■■対  
平
成
１７
年
５
月
１０
日
～

　
　
　
　
　
　
６
月
１３
日
生
ま
れ

■
乳
児
健
診
・
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
　
■■時  
１２
：４
５
～

　
■■対  
平
成
１７
年
８
月
９
日
～

　
　
　
　
　
　
９
月
６
日
生
ま
れ

■
献
血
　
■■時  
１０
：０
０
～
１２
：０
０

　
　
　
　
　
１３
：０
０
～
１６
：０
０

　
■■対  
ア
ピ
タ
阿
久
比
店

■
楽
しく
て
た
め
に
な
る
個
別
糖
尿
病
予
防
教
室

　
■■時  
１３
：３
０
～
　
■■対  
申
込
者

■
ペ
ア
教
室

　
■■時  
１３
：０
０
～
１５
：３
０

■
予
防
接
種（
ポ
リ
オ
）

　
■■時  
１３
：０
０
～
１４
：０
０

■
健
康
教
室

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
�

　
■■時  
９
：３
０
～
１１
：３
０
　
■■対  
申
込
者

■
予
防
接
種（
ポ
リ
オ
）

　
■■時  
１３
：０
０
～
１４
：０
０

■
離
乳
食
講
習
会
　
■■時  
９
：３
０
～
１１
：３
０

　
■■対  
平
成
１７
年
３
月
～
４
月
生
ま
れ

■
１
歳
６
カ
月
児
健
診
　
■■時  
１２
：４
５
～

　
■■対  
平
成
１６
年
５
月
１６
日
～

　
　
　
　
　
　
６
月
１３
日
生
ま
れ

■
母
子
健
康
手
帳
交
付

　
■■時  
１０
：０
０
～
１１
：０
０

■
２
歳
６
カ
月
児
歯
科
健
診

　
■■時  
１０
：０
０
～

　
■■対  
平
成
１５
年
５
月
～
６
月
生
ま
れ

■
れ
ん
げ
の
会
　
■■時  
１４
：０
０
～
１５
：３
０

　
■■場  
宮
津
山
田
集
会
所

■
ペ
ア
教
室
　
■■時  
１３
：０
０
～
１５
：３
０

■
１
歳
児
歯
科
相
談

　
■■時  
９
：３
０
～
１１
：０
０

　
■■対  
平
成
１６
年
１２
月
生
ま
れ

■
３
歳
児
健
診
　
■■時  
１２
：４
５
～

　
■■対  
平
成
１４
年
１１
月
生
ま
れ

■
楽
し
く
て
た
め
に
な
る
個
別
糖
尿
病

予
防
教
室

　
■■時  
１３
：３
０
～

　
■■対  
申
込
者

■
さ
くら
ん
ぼ
ち
ゃ
ん
の
会

　
■■時  
１０
：０
０
～
１１
：３
０

■
母
子
健
康
手
帳
交
付

　
■■時  
１０
：０
０
～
１１
：０
０

月
の
保
健
ガ
イ
ド

診
療
時
間

　
９：
００
～
１３
：０
０

　
日
・
祝

�
半
田
歯
科
医
療
セ
ン
タ
ー

　
半
田
市
港
町
１
－
６２

　
�
２３
－
２６
３６

《
健
康
な
ん
で
も
相
談
日
》

　
２
日（
金
）・
９
日（
金
）・
１６
日（
金
）

※
　
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
体
重
・
身
長
・

血
圧
な
ど
を
測
定
し
ま
す
。（
電
話
相
談
も
可
）

診
療
時
間

　
 ９
：０
０
～
１１
：０
０

　
１３
：０
０
～
１５
：０
０

□時  
時
　
間
　
　
□対  
対
　
象

□場  
場
　
所
　
　
□そ  
そ
の
他

～
 ～
 ～
 ～
 ～
 ～
 ～
 ～
 ～
 ～
 ～
 ～

※
場
所
の
指
定
の
な
い
場
合
、
会
場
は
保
健
セ
ン
タ
ー
で
す
。

４
日
�
 浅
井
外
科

 白
沢
字
天
神
前
３３
－
２

  
�
４８
－
８７
８７

１
１
日
�
 東
ヶ
丘
ク
リ
ニ
ッ
ク

 福
住
字
高
根
台
１１
－
６

  
�
４８
－
５５
５１

１
８
日
�
 山
田
内
科

 草
木
字
平
井
堀
３

  
�
４８
－
３７
３７

２
３
日
�
 飯
塚
医
院

 福
住
字
六
反
田
１
－
９

  
�
４８
－
２１
３１

２
５
日
�
 浅
井
外
科

 白
沢
字
天
神
前
３３
－
２

  
�
４８
－
８７
８７

２
９
日
�
 阿
久
比
ク
リ
ニ
ッ
ク

 卯
坂
字
米
山
１
－
１

  
�
４８
－
８８
６６

３
０
日
�
 渡
辺
ク
リ
ニ
ッ
ク

 白
沢
字
天
神
裏
１０
－
８

  
�
４８
－
０２
０２

３
１
日
�
 岡
田
ハ
ー
ト
ク
リ
ニ
ッ
ク

 椋
岡
字
角
前
田
５２
－
３

  
�
４９
－
２１
００

診
療
時
間

　
９：
００
～
１２
：０
０

休 日 診 療 案 内

乳 児 ・ 一 般 健 康 相 談

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�
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１２月の図書館カレンダー
※●●印は休館日です。

土金木水火月日

３２１☆☆☆☆

１０９８７６�５４

１７１６１５１４１３�１２１１

２４２３２２２１２０�１９１８

�３１�３０�２９�２８�２７�２６２５

開館時間　火～金　　　午前１０時～午後６時
　　　　　土・日・祝日　午前１０時～午後５時

　お話コーナーで、紙芝居や絵本
の読み聞かせなど子ども向けの楽
しい催しをします。
�土曜日　午後２時３０分から
�日曜日　午前１１時から
　と祝日　午後２時３０分から

《 今 月 の お す す め 》

新 着 の コ ン パ ク ト ・ デ ィ ス ク 新 着 の コ ン パ ク ト ・ デ ィ ス ク 

『ずぶとい国、ずるい国、そしてバカな国
「学級崩壊」する国際社会！』

落合　信彦　著
『就活力　企業が求める５つの力５０の行動』

鈴木　賞子　著
『鉱物の魅力がわかる天然石と宝石の図鑑』
塚田　眞弘　著／松原　聰　監修

『鳥たちの旅　渡り鳥の衛星追跡』
�口　広芳　著

『有害重金属が心と体をむしばむ』
大森　隆史　著

『シルクロードおもしろ商人スクラップ』
浜井　幸子　著

『アルジャジーラとはどういうテレビ局か』
オルファ・ラムルム　著

『粋にいなせに三津五郎』
坂東　三津五郎　著

『不運な女』
リチャード・ブローティガン　著

　小説家を夢見てきた在日朝鮮人の
「私」が、老境に至って追想する情
熱と 矜 り、そして挫折。「在日」であ

ほこ

ることの歳月を真摯に見つめて、「日
本」に生きることの実相を浮彫りに
する、４つの小説。

�������

阿久比町立図書館
�48-6231

『せかいいちのおともだち』
カール・ノラック　作／クロード・Ｋ・デュボワ　絵
『よこづなになったクリの木』
稲本　昭治　作／大社　玲子　絵

『さよなら地底人』
高科　正信　作／荒井　良二　絵

『ホーマーとサーカスれっしゃ』
ハーディー・グラマトキー　作

　ダニエルはいつも心に浮かぶまま
に絵を描いている。踊るコウノトリ、
おしゃれをしたキツネ ･･･。ところ
がダニエルのお父さんには、その絵
が理解できなかった。お互いを思い
やる心を描いた、小さな家族の物語。 『ダニエルのふしぎな絵』『ダニエルのふしぎな絵』

バーバラ・マクリントック 作バーバラ・マクリントック　作

★読書感想画・文作品展
小学校４～６年生
１１月２０日（日）まで
中学校１年生
１１月２２日（火）～１２月１日（木）
中学校２年生
１２月２日（金）～１２月９日（金）
中学校３年生
１２月１０日（土）～１２月１６日（金）

�������

『組曲「アルペン・ファンタジー」二人の風変わりな人のためのセレナーデ』
『Ｂｅ　ＨＡＰＰＹ　　押尾コータロー』
『そうかな　相対性の彼方　　小田　和正』
『情熱大陸　葉加瀬太郎ＳＥＬＥＣＴＩＯＮ　　葉加瀬　太郎ほか』
『テレビ＊こどものうた　～世界に一つだけの花～』
『夢のビッグパレード　弘道おにいさんとあそぼ！
　　　　　　　　　　　ぐ～チョコランタンとゆかいな仲間たち』
『映画　ふたりはプリキュア　Ｍａｘ　Ｈｅａｒｔ　オリジナルサウンドトラック』

『四季』『四季』
李 成 著李　　成　著
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「
世
界
人
権
宣
言
」
は
、
一
九
四
八
年

（
昭
和
二
十
三
年
）
十
二
月
十
日
に
国
際

連
合
で
採
択
さ
れ
、
こ
れ
を
記
念
し
て
国

際
連
合
は
、
十
二
月
十
日
を
「
人
権
デ
ー
」

（H
um
an
R
ights

D
ay

）
と
定
め
ま
し

た
。

　

法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

で
は
、十
二
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で
を「
人

権
週
間
」と
定
め
、広
く
国
民
に
人
権
デ
ー

の
意
義
を
訴
え
、
人
権
意
識
の
普
及
高
揚

を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

名
古
屋
法
務
局
と
愛
知
県
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
で
は
、「
第
五
十
七
回
人
権
週

間
」
と
し
て
、
①
育
て
よ
う　

一
人
ひ
と

り
の　

人
権
意
識
（
思
い
や
り
の
心
・
か

け
が
え
の
な
い
命
を
大
切
に
）
②
女
性
の

地
位
を
高
め
よ
う
③
子
ど
も
の
人
権
を
守

ろ
う
④
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て

よ
う
⑤
障
害
の
あ
る
人
の
完
全
参
加
と
平

等
を
実
現
し
よ
う
⑥
部
落
差
別
を
な
く
そ

う
⑦
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解
を
深

め
よ
う
⑧
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

⑨
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
な

ど
に
対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う
⑩
刑
を
終

え
て
出
所
し
た
人
に
対
す
る
偏
見
を
な
く

そ
う
⑪
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人
権

に
配
慮
し
よ
う
⑫
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪

用
し
た
人
権
侵
害
は
止
め
よ
う
⑬
性
的
指

向
を
理
由
と
す
る
差
別
を
な
く
そ
う
⑭

ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

⑮
性
同
一
性
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
を

な
く
そ
う
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
人
権
週
間

中
に
次
の
よ
う
な
行
事
を
開
催
し
ま
す
。

□
十
二
月
一
日（
木
）　

名
鉄
百
貨
店
十
階

で
人
権
相
談
、
法
律
相
談
、
子
ど
も
の

人
権
相
談
、
女
性
の
た
め
の
人
権
相
談
、

外
国
人
の
た
め
の
人
権
相
談
を
行
い
ま

す
。

□
十
二
月
十
日（
土
）　

金
山
駅
総
合
駅
コ

ン
コ
ー
ス
で
、
中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
の
選

手
に
よ
る
サ
イ
ン
会
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

や
啓
発
物
品
の
配
布
、「
全
国
中
学
生
人

権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
愛
知
県
大
会
」
の

最
優
秀
賞
と
特
別
賞
の
表
彰
式
を
行
い

ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先

　

名
古
屋
法
務
局
人
権
擁
護
部

　

�
０
５
２（
９
５
２
）８
１
１
１

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

（http://w
w
w
.jinken.go.jp/aichi/ai

chi_index.htm
l

）

□
勤
務
場
所　

英
比
小
学
校
体
育
館
内

　
　
　
　
　

「
英
比
児
童
ク
ラ
ブ
」

□
勤
務
内
容

　

放
課
後
の
児
童
の
遊
び
を
通
し
て
、
生

活
面
の
指
導
、
家
庭
や
地
域
で
の
遊
び
の

環
境
づ
く
り
を
行
う
指
導
を
行
っ
て
も
ら

い
ま
す
。

□
募
集
人
員

　

若
干
名

□
勤
務
期
間

　

平
成
十
七
年
十
二
月
一
日
か
ら

　

平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

□
勤
務
時
間

月
曜
〜
土
曜
日　

午
前
八
時
半
か
ら
午

後
六
時
ま
で

午
前
勤
務　

午
前
八
時
半
か
ら
午
後
一

時
半
ま
で

午
後
勤
務　

午
後
一
時
か
ら
午
後
六
時

ま
で

　

い
ず
れ
か
の
指
定
す
る
時
間

□
賃　

金

　

九
百
三
十
円
（
時
間
給
）

□
応
募
資
格

　

保
育
士
資
格
、
幼
稚
園
教
諭
ま
た
は
小

学
校
教
諭
免
許
の
い
ず
れ
か
を
有
す
る
方

□
試　

験

　

面
接
試
験
（
後
日
連
絡
）

□
提
出
書
類

　

履
歴
書
（
市
販
の
も
の
・
写
真
添
付
）

　

資
格
証
明
書
の
写
し

□
申
込
期
限

　

十
一
月
二
十
五
日（
金
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
福
祉
課

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
３
０
１
）

�
　

福
祉
関
係
の
仕
事
に
従
事
し
た
い
方
、

興
味
の
あ
る
方
な
ど
を
対
象
に
、
求
人
情

報
、
施
設
、
職
種
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
相
談

を
受
け
付
け
ま
す
。

□
日　

時

　

十
二
月
七
日（
水
）

　

午
前
十
一
時
〜
午
後
四
時（
予
約
不
要
）

□
場　

所

　

半
田
市
福
祉
文
化
会
館（
雁
宿
ホ
ー
ル
）

　

半
田
市
雁
宿
町
１
‐　

‐
１

２２

　

�（
２
３
）７
３
６
１

□
問
い
合
わ
せ
先

　

愛
知
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

　

�
０
５
２（
２
２
３
）０
４
０
８

�
　

解
雇
・
配
置
転
換
・
賃
下
げ
・
セ
ク
ハ
ラ
・

い
じ
め
な
ど
職
場
で
ト
ラ
ブ
ル
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
愛
知
労
働
局
が
解
決
の
お
手
伝

い
し
ま
す
。

□
相
談
コ
ー
ナ
ー

・
半
田
労
働
基
準
監
督
署
内
総
合
労
働
相

談
コ
ー
ナ
ー

　

�（
２
１
）１
０
３
０

・
栄
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.aichi

‐ rodo.go.jp
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Information

会　場内　　容日　　時

陸　上
競技場

スポーツ少年団
交流大会

１２月４日（日）～
午前８時４５分
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□人権・行政・心配ごと相談
　１日（木）・１５日（木）
　　　場所：中央公民館本館
　　　時間：午前９時半～午前１１時半
　２７日（火）
　　　阿久比郵便局　２階
　　　時間：午前９時半～午前１１時半
　※電話での相談も受け付けします。
□無料法律相談（事前に予約が必要）
　１５日（木）
　　　場所：中央公民館本館
　　　時間：午後１時～午後４時
※問い合わせ先
　住民福祉課�（４８）１１１１（内３０１）

　

左
記
の
救
援
金
に
協
力
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
集
ま
り
ま
し
た
義
援
金
は
、

日
本
赤
十
字
社
愛
知
県
支
部
へ
送
金
し
ま

し
た
。

◎
米
国
ハ
リ
ケ
ー
ン
災
害
救
援
金

◎
山
口
県
台
風　

号
災
害
義
援
金

１４

◎
鹿
児
島
県
台
風　

号
被
害
義
援
金

１４

□
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
福
祉
課

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
３
０
１
）

金額（円）設　置　場　所

３，５１９役 場

６８７中央公民館本館

３９０社会福祉協議会

２，７３０保 健 セ ン タ ー

３，４２３図 書 館

８２８エスペランス丸山

３，４８７ふ れ あ い の 森

９０８ス ポ ー ツ 村

１５，９７２合　　　　計

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大臣臣臣臣臣臣臣臣臣臣臣臣臣臣臣臣臣臣臣臣臣臣臣臣臣臣臣臣臣臣臣臣臣臣臣臣臣臣臣臣臣臣臣臣臣かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららら
感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感 謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝 状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状

　１０月１８日（統計の日）に農林水産大臣から農業
生産者の稲葉市稔さん（大字卯坂）と新美東吾さ
ん（大字卯坂）に感謝状が贈られました。
　２人は農林水産の統計調査などに長年協力した
功績が認められました。

稲葉市稔さん（米調査基準筆調査農家） 新美東吾さん（農業経営統計調査農家）

１２月の 

今今月月のの納納税税ななどど
国民健康保険税・介護保険料４期分
納期限は１１月３０日（水）です。
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■発行／阿久比町（〒４７０－２２９２　愛知県知多郡阿久比町大字卯坂字殿越５０　�０５６９－４８－１１１１）編集／総務部企画財政課
■阿久比町ホームページ  ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｔｏｗｎ．ａｇｕｉ．ｌｇ．ｊｐ　■知多中部地域行政情報  ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｃｈｉｔａ-ｃｈｕｂｕ．ｇｒ．ｊｐ/
　　　資源を大切に！この用紙は再生紙（古紙１００％）を使用しています。

阿久比町民憲章
アグピー 

阿久比町 
マスコットキャラクター 

　わたしたち阿久比町民は、ここに町民憲章を定
め、よりよい町づくりに努めることを誓います。
◎ホタル飛びかう、豊かな自然を守ります。
◎歴史と伝統を守り、教養を高めます。
◎スポーツに親しみ、健康で明るい家庭をつくり
ます。
◎オアシス運動をすすめ、笑顔あふれるまちをつ
くります。
◎ボランティア活動に、すすんで参加します。

10月　救急・火災

交通事故　　９
急　　病　　５６
そ の 他　　２０

建　物　 １
車　両　 ０
その他　 ０

救急　　　　８５ 火災　　　１

　対象者は昭和６０年４月２日から昭和６１年４月１日までに生まれた方で、町内
に住所のある方です。（対象者には案内ハガキを送付します。）
　もともと阿久比町に住んでいた方で、学校や勤務の関係で一時的に町外に住
んでいる方も出席できます。希望される方は、社会教育課へ連絡ください。
□問い合わせ先　社会教育課　�（４８）１１１１（内２６２）

平成１８年１月９日（祝）
午前１０時から
阿久比町勤労福祉センター
（エスペランス丸山）

日 時

場 所


